
　

市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
・
市
民

ス
ポ
ー
ツ
祭
ゴ
ル
フ
大
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

10
月
１
日
（
木
）

●
場
所　

豊
科
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

●
参
加
資
格　

市
内
在
住
、
市
内
勤
務

ま
た
は
市
出
身
者

●
種
目　

男
子
一
般
の
部
、
男
子
シ
ニ

ア
の
部
（
満
70
歳
以
上
）、
女
子
の
部

●
定
員　

２
０
０
人
（
50
組
）
先
着
順

●
料
金　

プ
レ
ー
料
金　

１
万
８
０
０

円
（
乗
用
カ
ー
ト
料
金
は
別
途
、
セ

ル
フ
プ
レ
ー
の
場
合
は
割
引
あ
り
）

●
参
加
料　

１
５
０
０
円

●
表
彰　

各
３
位
ま
で
表
彰
。
そ
の
他

賞
品
を
多
数
用
意
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

各
公
民

館
や
市
体
育
協
会
事
務
局
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
９
月
15
日
（
火
）
ま
で
に
、
市

体
育
協
会
へ
直
接
も
し
く
は
郵
送
に

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

〒
３
９
９
‐
８
２
１
１
安
曇
野
市
堀

金
烏
川
２
６
６
２　

市
体
育
協
会
事

務
局
（
堀
金
総
合
体
育
館
内

88
・

３
５
１
６
）

　

熟
年
男
性
を
対
象
と
し
た
「
お
と
こ

の
酒
肴
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。「
自

分
の
酒
肴
は
、
自
分
で
作
る
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、調
理
後
は
、楽
し
く
交
流
（
飲

み
物
は
持
参
）
し
ま
す
。

●
日
程　

▽
第
１
回
「
お
と
こ
の
酒
肴

講
座
」
９
月
５
日
（
土
）
午
後
５
時

〜
２
時
間
程
度　

▽
第
２
回
目
以
降

の
予
定　

毎
月
１
回(

土
曜
日
夕
方
）

●
対
象　

市
内
在
住
の
男
性

●
受
講
料　

講
座
１
回
あ
た
り
２
０
０

円
※
調
理
材
料
等
の
経
費
は
自
己
負
担
。

●
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

●
会
場　

堀
金
公
民
館
調
理
室

●
申
し
込
み　

８
月
24
日
（
月
）
か
ら

堀
金
公
民
館
へ
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
）

第
６
回
安
曇
野
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
の
募
集

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

71
・
２
４
６
７ 　

71
・
２
３
３
８

各
種
教
室

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

71
・
２
４
６
７ 　

71
・
２
３
３
８

穂
高
公
民
館
講
演
会

「
認
知
症
患
者
を
地
域
で
支
え
る
」

穂
高
公
民
館
内
穂
高
地
域
課
地
域
担
当

82
・
５
９
７
０ 　

82
・
３
９
９
０

堀
金
公
民
館「
お
と
こ
の
酒つ
ま
み肴

講
座
」受
講
者
募
集

堀
金
公
民
館
内
堀
金
地
域
課
地
域
担
当

72
・
５
７
９
６ 　

72
・
５
８
０
１

三
郷
公
民
館

第
２
回
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

三
郷
公
民
館
内
三
郷
地
域
課
地
域
担
当

77
・
２
１
０
９ 　

76
・
３
０
７
７

豊
科
公
民
館
講
座「
石
碑
に
刻
ま

れ
た
歴
史
を
探
る
」（
第
５
回
）

豊
科
公
民
館
内
豊
科
地
域
課
地
域
担
当

72
・
３
１
１
１ 　

72
・
３
１
７
６

み
ら
い
特
別
企
画
展

「
安
曇
野
の
方
言
」

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」

81
・
３
１
１
１ 　

82
・
０
９
６
６

「
ボ
デ
ィ
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室
」
参

加
者
の
募
集

●
日
時　

10
月
６
日
（
火
）
〜
全
10
回　

午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

●
場
所　

三
郷
文
化
公
園
体
育
館

●
講
師　

下
坂
康
一
さ
ん

●
対
象　

一
般
成
人

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
参
加
料　

１
３
４
０
円
（
保
険
料
を

含
む
）

わ
ん
ぱ
く
Ｇ
Ｙ
Ｍ
教
室
（
年
長
児
・

年
中
児
）
参
加
者
の
募
集

●
日
時　

年
長
児（
２
期
）は
９
月
７
日

（
月
）
〜
、年
中
児
は
９
月
10
日
（
木
）

〜
全
10
回　

午
後
４
時
30
分
〜
５
時

30
分

●
場
所　

年
長
児　

豊
科
勤
労
者
総

合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
体
育
館
、
年
中
児　

穂
高
総
合
体
育
館

●
講
師　

山
縣
美
智
代
さ
ん
・
水
口　

朋
巳
さ
ん

●
対
象　

保
育
園
・
幼
稚
園
（
年
長
児
・

年
中
児
）

●
定
員　

各
25
人
（
先
着
順
）

●
参
加
料　

１
８
０
０
円
（
保
険
料
を

含
む
）

※
年
長
児
は
未
参
加
者
を
優
先

　

長
寿
社
会
の
進
行
と
と
も
に
増
加
し

つ
つ
あ
る
認
知
症
は
、
患
者
本
人
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
介
護
者
に
と
っ
て
も

重
大
な
肉
体
的
・
精
神
的
苦
痛
を
も
た

ら
し
ま
す
。認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、

地
域
で
連
携
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
日
時　

９
月
８
日
（
火
）
午
後
７
時

分
〜
８
時
30
分

●
会
場　

穂
高
会
館
第
一
・
第
二
会
議
室

●
対
象
者　

一
般

●
講
師　

岸
川
雄
介
さ
ん
（
ミ
サ
ト
ピ

ア
小
倉
医
院
院
長
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
が
ま
だ
よ
く
分

か
ら
な
い
と
い
う
人
は
、
こ
の
機
会
に

操
作
の
基
本
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
せ
ん

か
。
今
回
は
、
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
た
簡

易
現
金
出
納
帳
の
作
成
で
す
。

●
日
時　

９
月
８
日（
火
）･

９
日（
水
）

･

10
日
（
木
）･

11
日
（
金
）
午
後

【
両
教
室
共
通
】

●
申
し
込
み　

８
月
24
日
（
月
）
か
ら

電
話
で
生
涯
学
習
課
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
）

信州大学市民開放授業
 生涯学習課社会教育担当　　71・2466　　71・2338

　信州大学では、学生と一緒に受講する機会として、大学の授業を一般（高校生を含む）開放しています。
●期間　９月下旬～平成 28 年 1 月下旬（後期授業）　　●場所　信州大学　各キャンパス
●定員　募集案内に記載　　●受講料　９４００円（１科目）※一部異なる授業もあります。
●申し込み　10 月 19 日（月）までの試聴期間内に、授業試聴の上、各キャンパスの受講窓口で申し込みください。
●募集案内の入手方法　①郵送での請求 : 請求される方の郵便番号、住所、氏名を記載し、250 円切手を貼付し
た返信用封筒（角形２号封筒 : 33 × 24㎝）を同封し、「市民開放授業募集案内請求」と朱書の上、総合窓口「学
務部学務課　教務グループ」宛に請求してください。　②窓口での受け取り　③ホームページからダウンロード
http://www.shinshu-u.ac.jp/general/extension-courses/
●問い合わせ　信州大学総合窓口　学務部学務課　教務グループ　 0263・37・2870
　　　　　　　住所 : 〒 390-8621　松本市旭 3-1-1
※詳しくは、信州大学ホームページをご覧ください。

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所　

三
郷
支
所
３
階
第
４
会
議
室

●
講
師　

田
中
さ
お
り
さ
ん

●
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

●
対
象　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｖ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ

以
降
の
パ
ソ
コ
ン
で
２
０
０
７
以
降

の
エ
ク
セ
ル
ソ
フ
ト
が
入
っ
て
い
る

も
の
を
持
参
で
き
る
人

※
４
日
間
出
席
で
き
る
人

●
受
講
料　

８
０
０
円
（
４
回
分
）、

そ
の
他
に
テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
円

●
持
ち
物　

ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
（
マ

ウ
ス
含
む
）、
筆
記
用
具

●
申
し
込
み　

８
月
28
日
（
金
）
の
午

前
９
時
か
ら
電
話
で
三
郷
公
民
館
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
日
程

等
は
、後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
受

付
時
間
は
午
後
５
時
ま
で
）

　

バ
ス
と
徒
歩
で
市
内
の
石
碑
を
巡

り
、
記
さ
れ
た
内
容
や
建
て
ら
れ
た
当

時
の
時
代
背
景
等
を
学
習
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
20
日
（
日
）
午
前
８
時

30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所　

三
郷
地
域
内

※
詳
細
は
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
講
師　

高
原
正
文
さ
ん（
郷
土
史
家
、

信
濃
史
学
会
理
事
）

●
定
員　

18
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

２
０
０
円

●
そ
の
他　

バ
ス
下
車
場
所
か
ら
見
学

場
所
ま
で
５
分
程
度
歩
き
ま
す
。

●
申
し
込
み　

８
月
28
日
（
金
）
か
ら

豊
科
公
民
館
へ
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
）

　

安
曇
野
の
方
言
と
そ
の
活
用
の
実
情

や
、
方
言
を
生
か
し
た
活
動
、
そ
し
て

市
民
か
ら
公
募
し
た
方
言
に
関
す
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。ま
た
、

９
月
に
開
催
さ
れ
る
「
図
書
館
フ
ェ
ス

タ
」
に
て
、
方
言
に
関
連
す
る
カ
ル
タ

大
会
も
開
催
し
ま
す
。

●
会
期　

８
月
26
日
（
水
）
〜
10
月
10

日
（
土
）

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
交
流
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
展

示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）
９
月
24
日

（
木
）

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化　
そ
の
42

文
化
課
文
化
財
保
護
係

71
・
２
４
６
４ 　

71
・
２
３
３
８

ア
カ
ハ
ネ
バ
ッ
タ
の
標
本

　

昨
年
、
市
教
育
会
か
ら
古
い
生
物
標
本
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昭
和
７
、８
年
の
標

本
が
大
半
で
、
当
時
の
理
科
の
先
生
た
ち
が

採
集
・
製
作
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
中
に
は
、

今
の
安
曇
野
で
は
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
珍
し
い
生
き
物
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

な
か
で
も
ア
カ
ハ
ネ
バ
ッ
タ
は
、
真
っ
赤

な
後
翅は

ね

を
持
つ
珍
し
い
バ
ッ
タ
で
す
。「
有
明　

昭
和
７
年
８
月
27
日
」
と
書
か
れ
た
ラ
ベ
ル

が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
国
内
で
は
30
年
間
、

県
内
で
も
50
年
間
記
録
が
な
か
っ
た
た
め
、

絶
滅
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
昨
年
、

県
内
で
再
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
カ
ハ
ネ
バ
ッ
タ
の
生
息
地
は
、
牛
馬
の

飼
育
な
ど
の
た
め
に
人
が
維
持
管
理
し
て
き

た
草
原
で
す
。
80
年
前
、
先
生
た
ち
は
赤
い

翅
の
バ
ッ
タ
の
跳
躍
を
、
ど
の
よ
う
な
眼
差

し
で
見
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

アカハネバッタ

安曇野市教育委員会

生涯学習
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